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老神神社

胸川

人吉城跡

中川原公園

大橋

球磨川

[中川原公園・大橋のイメージ]

川沿い通路の
滞留スペース利用

週末やイベント時の
大橋の歩行者空間化

城～中川原へのアクセス
（イベント時等） 城～老神神社へのアクセス

（飛び石・階段改良）

水遊びエリア

城～川レベルへの
アクセス

上流部のイベント等利用

下流部の日常等利用
（木陰の存在）

リバーベースの設置
（利用者へのサービス提供・視点場）

川沿い通路の
滞留スペース利用

川面に降りられる
スロープ

球磨川くだり

球磨川の歴史や
環境に配慮した
石積み護岸

既存トイレの活用

カヌー・ラフティング
などの乗降所

②中川原公園＋大橋(２)拠点エリア 第３章復興まちづくりの推進方策

・中川原公園を回遊のハブ、日常の憩いの場とするため、照明や滞留空
間、樹木等を設置し、球磨川を代表する水辺空間を演出します。

・日常利用を促進するため、公園利用者へ飲食やアクティビティ用具の
レンタル、各種情報提供などのサービス提供を行うリバーベースを設
けます。

・大橋を週末・イベント時に歩行者専用化することで、中川原公園との
一体的な活用、周辺との回遊強化を図ります。

・球磨川右岸沿いの河川通路を沿道建物と連動して心地よい滞留空間に
変え、川や城跡を対岸から見る・見られるの関係をつくります。

・階段や飛び石を設けることで城跡や胸川とつながり、より川に近づき
やすい環境をつくります。



護岸のライトアップ
（対岸からの投光）

橋上道路照明
スポットライトポールによる投光

老神神社・境内ライトアップ（実装済み）河川域・ライトアップ人吉城石垣・隅櫓・多聞櫓ライトアップ

（水中照明）

樹木ライトアップ

芝生の明るさは
橋上のスポットライトポールより投光

剣先を照らす

手すり間接照明
※防災アラート機能付

橋上道路照明（下方配光）

ベンチ下間接照明
（水中照明）

①球磨川右岸からの最重要夜景エリア
であるため「眺めて楽しむ」
エリア価値を創出する。
②橋梁・城跡石垣・中川原公園は
重要な夜景ランドマーク
③中川原公園は夕刻から夜間にも静かな
利活用が可能な明るさ感を確保
する（橋上からの投光等）

樹木ライトアップ

球磨川水辺を魅せるあかり
あかりのキーワード

[中川原公園・大橋の夜間景観イメージ]
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②中川原公園＋大橋(２)拠点エリア 第３章復興まちづくりの推進方策



3

今後社会実験を重ね、将来像をつくり、追加整備＆運営体制づくりを行う

芝生

芝生

駐車場

大
橋

芝生

照明

水飲み場園路

［令和5-6年度復旧工事による整備イメージ］

中川原公園では、令和5-6年度にかけて災害復旧工事が行われ
ており、下図のような整備が予定されています。復旧工事のため
必要最低限の舗装や園路、照明等の整備となっていますが、今後
さまざまな活用や滞留空間設置等の社会実験を重ね、より良い空
間整備とその運営体制づくりを行っていきます。

移動式トイレ

②中川原公園＋大橋(２)拠点エリア 第３章復興まちづくりの推進方策
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大橋の歩行者専用化（イベント時、週末等）

水の手橋

大橋

[大橋（歩行者天国時）シーンイメージ]

大橋をゆったりと
ベビーカーで散歩

友達と球磨川を眺めながら
ランチ

ポップアップショップ
で買い物

城跡や球磨川くだり等の
アクティビティを眺める

②中川原公園＋大橋(２)拠点エリア 第３章復興まちづくりの推進方策



・昔から城とまちをつないでいた場所、中川原には２つの橋がかかり人がまち～中川原～城を往来していた。
・市民の日常時の利用の場、特別なイベントの場、最も身近な人吉を象徴する場。運動会、祭の御旅所、サーカス、花火大会など様々な使われ方。
・以前、田村剛博士「人吉公園計画」において、人吉の観光のメイン、地域のみでなく観光客のための公園としてあるべきと言われた場所。
・現代も、まち～中川原～城の往来ができ、回遊のハブとなり、最高の眺望の場を活かし、歩行者天国やリバーベースなどの装置で３つの場所をつなぐ。
・中川原では多様な使われ方や過ごし方を受け入れる、地域はもちろん観光客も楽しめる場に。

中川原公園は以前から回遊のハブであり、人吉の象徴的な場所だった。これからも大切な場所。

花火大会 鮎の簗場 遊具

キャンプ場球磨川くだり

消防署

大橋の中間地点の場所は、現代におけるまちと城をつなぐ「全方向の眺望点」＆「散策の拠点」

［これまでの中川原公園の使われ方］

・大橋や中川原から、川の向こう４方向に、石垣がみえる人吉城、温泉旅館や商店、青井阿蘇神社、老神神社が目に入る、期待感高まる散策の拠点。

②中川原公園＋大橋(２)拠点エリア 第３章復興まちづくりの推進方策
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中川原公園の以前の地図

昭和2年

明治32年

昭和27年

昭和10年

公会堂

大橋

小俣橋

フルーツパーラ

大橋

小俣橋

昭和24年

中沢果実店

田村剛博士の「人吉公園計画」
（人吉文化 第34号）昭和38年

人吉町は日本三急流、日本二十五勝をもって天下の絶勝として自他とも
に許す球磨郡の首都に当り山河襟帯風光真に明眉にして、天下稀有の美
都として夙に定評がある。

市内を貫き矢を射るが如くに流るる球磨川とこれに臨み松柏の色を誇る
旧相良侯が名城の跡たる城山と、その水面に浮ぶ中島を骼軀として南北
の二大橋を両翼に擬すれば婉然大鳥の飛翔するが如き姿の鳳凰橋一円は
実に人吉町観光の焦点というべきである。

天下の名勝地たる人吉町の風光を美化修飾すると共に、公園地そのもの
を広く遊覧者のために施設するのはその一である。次に本公園は現在に
おいては人吉町唯一の公園であるから町民に対してもあらゆる要求を満
足せしめねばならぬ。（遊覧者を本位とすべきか但しは地方民を本位と
すべきかをまず決定すべきである）（少なくとも将来天下の観光者のた
めの公園として完成するを目標とするが至当である。）

江戸

②中川原公園＋大橋(２)拠点エリア 第３章復興まちづくりの推進方策



明治39年／人吉・中川原での運動会 昭和初期／中州橋
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明治39年10月1日、球磨川の中川原で開かれた人吉高等小学
校の運動会風景。そのころ中川原では競馬や各種の催し物も
行われており、市民にとって憩いの遊園地であった。

【絵葉書】肥後人吉中川原公園の朝

昭和34年／賑わう中川原公園

「球磨・人吉の昭和」所収

球磨川の中央の中州を中川原といい、大橋と小俣橋があり、
橋は中川原で二つに分かれていた。それを昭和の初期にこの
橋によって接続させ、便利になった。むかって右下の家は公
会堂（武徳殿兼用）で、正面に見える洋風の建物は警察署、
その先が札の辻である。幕末にはここに御客屋があり、明治
には郡役所となり、警察署に改築された。写真は昭和初期の
もの。
「ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和 人吉」所収

新装なれる人吉大橋 昭和24年頃／球磨川右岸の人吉市内を望む

「球磨・人吉の昭和」所収

中川原公園の以前の風景

②中川原公園＋大橋(２)拠点エリア 第３章復興まちづくりの推進方策



8

◯参考イメージ
［中川原リバーベース］

・公園＆川遊びの窓口・・・使っていい＆入っていい場所
・キオスク（飲み物、アクティビティグッズ販売＆レンタル）

◯使われ方
・中川原公園は日常の憩いの場所であった。大事にしたい。
・夏季だけではなく冬季も一年中日常的に人がいるような工夫をしてほしい。
・中川原公園の週末利用は多かった。自分もBBQをやっていた。
・キッチンカーやテントサウナなど公園でもっと商売できる環境を作ってほ

しい。
・中川原公園は夕日がすごいきれいなため、夕日を見ながらのんびりできる

とか、観光客も来てもらうようなことになればよい。自然をメインにした
場所にするしかないか。

・中川原公園と城跡公園を一体とした景観の維持をしてほしい。
・日影は必要。東屋など。
・市外の人は、主に魚釣りとキャンプをしていた。
・中川原公園で遠足もやっていた。
・かつてはおくんち祭りの際に中川原公園で御旅所をやっていた。
・中川原公園は、業務用の車の搬入搬出を可能とし、一般の人は徒歩のみと

いった運用にすると良いだろう。
・中川原公園に下りると下から旅館街を見上げる感じがよい。西側への眺望

も多い。
・中川原公園はベンチを設置するだけなど何もいらない。素朴な感じがいい。
・イベントはいらない散歩やジョギング等の日常使いだけでよい。
・イベントはふるさと歴史の広場でやってほしい。
・増水を考慮した利用規制や整備維持管理を検討してほしい。
・利用者のマナーが悪いため、管理人がほしい。
・以前中川原にあり移設されている左近の石を活用できないか。

◯アクティビティ
・あゆの簗場を一度やったが、うまくいかなかったため、またやりたい。川

に親しみを持ってもらう取り組みとしてよい。
・後継者育成も兼ねて、投網教室ができるとよい。
・中川原公園は水量によっては球磨川くだりの船を着けられる。
・BBQの利用申請していない人も多かった。利用の一元化を進めた方がいい

のではないか。

◯トイレ
・トイレは中川原公園の中に作らなくてもよい。鳥越商店のトイレを公共で

借り上げて利用しやすくする、北側駐車場のトイレをリニューアルするな
ど両側でできるとよい。

・トイレは設置ができないと厳しい。トイレがあるかどうかで利用の範囲が
変わってくる。

・トイレや駐車場は橋の下のような景観を阻害しない場所に設置してほしい。

◯地元市民・事業者の声

【参考】左近の石
重さ31 トン、石周り 10.83m 、高さ
2.19m の巨大な岩は、昭和 43 年の球磨川
の河川改修工事の際に人吉城跡内に移設。
慶⾧12 （ 1607 ）に中洲の中川原（大岩
瀬）を挟んで大 俣橋、小俣橋が架けられた。
しかし、中洲を橋台としていたために増水
で橋が壊れることが多く、人吉藩家老の村
上左近の進言によって中洲の上流部の先端
に大岩を多数沈めて中洲が流出しないよう
にしたという。

②中川原公園＋大橋(２)拠点エリア 第３章復興まちづくりの推進方策
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Ⅰ：飲食・散歩・体操

Ⅱ：アクティブ・水遊び

Ⅲ：学び・自然・アート

Ⅳ：マーケット・フェス

ⅰ：日常

ⅱ：日常＋α（月１回など定期開催）

ⅲ：非日常

つかいこなし［テーマ×シーン］

×

・中川原公園のつかいこなし方を、テーマとシーンを想定して企画する。

中川原ネイチャーライブラリー

中川原薪割り体験 中川原ナイトマーケット

中川原お月見 中川原キャンプ

中川原シネマフェス 中川原アートプログラム

中川原ピクニック 中川原水辺ＢＢＱ

※今後アイディア・主体を増やしていく

中川原公園の年間を通じた使いこなし！ルール・民間運営・ハード改善への社会実験

［参考イメージ］

©ONE RIVER ©ONE RIVER ©ONE RIVER

©ONE RIVER©ONE RIVER

②中川原公園＋大橋(２)拠点エリア 第３章復興まちづくりの推進方策
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◯参考イメージ

②中川原公園＋大橋(２)拠点エリア 第３章復興まちづくりの推進方策


